
五霞町イメージキャラクター
「ごかりん」

第８回五霞ふれあい祭り

･･･････････････････････････････････････････
･･････････････････････････････････

◇五霞ふれあい祭り、文化祭が
　開催されました ２・３
◇民生委員・児童委員改選 ４
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　11月10日、五霞中学校において、五霞ふれあい祭り運営委員会
主催による第８回五霞ふれあい祭りが開催され、寒い1日にもかか
わらず大勢の来場者で賑わいました。
 「ぷくぷく満腹大作戦!!」と題し「 食 」をテーマに開催された会
場では、五霞町商工会による八つ頭コロッケや食生活改善推進会
によるけんちん汁など五霞町産食材を使った美味しい手作り料理
でお腹を満たしたり、ショーや参加体験型プログラムに参加する
など「食べて・楽しめる 五霞ふれあい祭り」を満喫しました。

第８回五霞ふれあい祭りの開催にあたり、企業・団体の皆さまからあたたかいご支援、ご協力をいただき
ました。また、中学生や大学生など学生スタッフをはじめ多くのボランティアが祭りをサポートしてくれ
ました！ありがとうございました。

　五霞町商工会による手作り八つ
頭コロッケ、食生活改善推進会に
よるけんちん汁や塩むすびなど五
霞町産食材を使った美味しい料理
のほか、道の駅ごかのローズポー
クまんやごかりん焼きなどたくさ
んの飲食品が並んだほか、バルー
ンアートやおもちゃ、フリーマー
ケットなど多くの来場者を喜ばせ
ました。

食べる・買う食べる・買う

　五霞中学生吹奏楽や打魂響心の
太鼓が会場を魅了し、よさこい五
霞愛好会のよさこいの後は来場者
もみんなで「五霞音頭」を踊って
祭りを締めくくりました。
 「ゆるきゃらりん」ではごかり
んや小美玉市のおみたんなどゆる
キャラたちとの大ジャンケン大
会。勝ち残った方へばらの花束や
ごかりんグッズが贈られました。

観　る観　る

　おなじみの「科学で遊ぼう in
五霞」や「飛ばそう !! 麦わら帽子」、

「あそびの広場」をはじめ、五霞
中学校や町内企業、幼稚園、大学
など多くの体験ブースでは、小さ
なお子さんから大人まで頭を使っ
たり、身体を動かす「楽しめて学
べる参加体験型プログラム」を満
喫していました。

参加・体験参加・体験

五霞
 ふれあい

　 祭り

　会場内の飲食・物販ブースは多くの
方で賑わいました

飲食・物販ブース

　新たに設置したシートエリアでは、
家族でゆっくり食事タイム

飲食シートエリア

　みんなかわいいウルトラマン音頭で
会場をあたたかくしました

五霞第一幼稚園

　すみれサークルとのコラボによる手
話や素晴らしい太鼓の演技

五霞幼稚園・保育園

　力自慢による白熱した勝負が行われ
大いに盛り上がりました

炎のアームレスリング大会

　友達や大切な人とのメッセージが貼
られた大きなごかりんの完成！

ごかりんメッセージモニュメント
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　11月２日から４日までの３日間、中央公民館において、文化協
会主催による文化祭が開催されました。
　参加団体のみなさんが「元気でいこう」の合言葉のもとに、会
場の飾り付けや準備、開催中の受付、ステージ発表での司会など
を行いました。多くの方々にご尽力いただき、元気に素晴らしい
文化祭にすることができました。

〈和太鼓クラブ　打魂響心〉
力強い演奏が体中に響き渡り、和
太鼓の迫力を感じました。

〈コールみずき〉
　花嫁人形コンクールで歌った曲
が会場に響き渡りました。
　真っ白な衣装も素敵でした。

〈すみれサークル＆手話クラブ〉
　「負けないで」を頑張っている
人への応援歌として会場のみなさ
んと楽しく手話で表現しました。

〈五霞中吹奏楽部〉
　「笑点」の軽やかなリズムに会
場のみなさんも元気をもらいまし
た。

〈かすみ草〉
　色鮮やかな衣装と柔らかな振り
付けに、お母さんたちの優しさを
感じました。楽しそうな様子が伺
えました。

〈ハワイアンキルト講座〉
　今年度から開講のハワイアンキ
ルト講座は 、３日に体験が行われ
ました。
　進呈品ではポーチやストラップ
などご協力いただきました。

〈五霞さつき会〉
　今年も力強い枝ぶりのさつき
に、来場者のみなさんも立ち止
まって見とれていました。

〈陶芸クラブ「夢工房」〉
　２日には体験が行われ、子ども
たちが楽しそうに作っていました。
進呈品もたくさんご協力いただ
き、大好評でした。

〈パンフラワー〉
　季節を感じさせる色鮮やかな花
が、たくさん並びました。体験で
は、来年の干支の午がかわいくで
きました。

五霞町
　文化祭
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12
月
1
日
付
け
で
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
一
斉
改
選
が
行
わ
れ
、
次

の
方
々
が
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
ま
し
た
。

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
、
社
会
奉
仕
の
精
神
を
も
っ
て
、
常
に
地
域

住
民
の
立
場
に
立
っ
て
、
相
談
等
に
応
じ
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
適
切

な
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
で
き
る
よ
う
必
要
な
情
報
を
提
供
す
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
秘
密
は
堅
く
守
り
ま
す
の
で
、
気
軽
に
地

区
担
当
の
委
員
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

茨
城
県
社
会
福
祉
大
会

　

10
月
31
日
、
水
戸
市
の
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
第
63
回
茨
城
県
社
会

福
祉
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、
社
会
福
祉
の

発
展
に
功
績
の
あ
っ
た
方
々
の
顕
彰
が
行

わ
れ
、
本
町
か
ら
は
民
生
委
員
・
児
童
委

員
と
し
て
矢
畑
忠
三
委
員
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

　

矢
畑
委
員
は
、
永
年
に
わ
た
り
地
域
の

福
祉
向
上
の
た
め
に
努
力
さ
れ
ま
し
た
。

○
茨
城
県
知
事
表
彰
（
敬
称
略
）

　

矢
畑　

忠
三
（
在
職
15
年
）

茨
城
県
民
生
委
員
・
児
童
委
員
大
会

　

11
月
6
日
、
水
戸
市
の
県
民
文
化
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、「
第
32
回
茨
城
県
民
生

委
員
・
児
童
委
員
大
会
」
が
開
催
さ
れ
、

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
、
そ
の
功

績
が
顕
著
で
あ
っ
た
方
々
の
顕
彰
が
行
わ

れ
、
本
町
か
ら
３
名
の
委
員
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

表
彰
さ
れ
た
３
名
は
、
永
年
に
わ
た
り

民
生
委
員
・
児
童
委
員
と
し
て
地
域
の
実

情
に
通
じ
、
社
会
福
祉
の
増
進
に
努
力
さ

れ
ま
し
た
。

○
茨
城
県
民
生
委
員
児
童
委
員
協
議
会

　
会
長
表
彰
（
敬
称
略
）

　

中
山　

雅
子
（
在
職
9
年
）

　

中
村　

仁
郎
（
在
職
９
年
）

　

知
久
勝
太
郎
（
在
職
９
年
）

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

　
　
　
　
　
　  

改
選
さ
れ
ま
し
た

民
生
委
員
・
児
童
委
員
が

　
　
　
　
　
　
　
　表
彰
さ
れ
ま
し
た

民生委員・児童委員（敬称略）

須釜　國昭 元栗橋本田地区 ☎８４－０５４６
猿橋　延保 元栗橋新田地区 ☎８４－０３６６
印田　義雄 川妻地区 ☎８４－０９８５
篠𥔎　妙子 小手指・両新田地区 ☎８４－１４２０
松本眞生子 堀之内地区 ☎８４－１００４
生井　五郎 新幸谷地区 ☎８４－０１４２
中山　雅子 小福田地区 ☎８４－２０４５
篠﨑　悦子 大福田地区 ☎８４－００３１
矢畑　忠三 山王山地区 ☎８４－２６９２

地区担当

○お問い合わせ　健康福祉課　社会福祉Ｇ　☎（84）0006（直通）

鳩貝　淑子 山王地区 ☎８４－０７９０
大澤みつ子 江川地区 ☎８４－２８８７
中村　仁郎 幸主地区 ☎８４－２０８９
山下　　薫 冬木地区 ☎８４－２２５６
栗原美佐枝 土与部地区 ☎８４－２０７１
知久勝太郎 原宿台1丁目地区 ☎８４－２２６８
川村　憲子 原宿台2丁目地区 ☎８４－１９３９
鷺山　榮男 原宿台3丁目地区 ☎８４－３４３３
青木　照枝 原宿台4丁目地区 ☎８４－１９６１

ごみ収集・し尿処理 さしま斎場（火葬場） 役　　場 年
末
年
始
の
休
館
・

休
業
日
等
の
お
知
ら
せ

12月28日（土）～１月５日（日）

12月30日（月）～１月３日（金）
※12月31日（火）の午前９時～午後
　５時はご利用いただけます。
※通夜・霊安室は12月31日（火）～１月
　２日（木）はご利用いただけません。

12月28日（土）～１月５日（日）
※日直業務（戸籍届出の受付）は、
　実施します。
※12月28日（土）、１月４日（土）の
　土曜窓口業務は休業します。

中央公民館 Ｂ＆Ｇ海洋センター 西児童館・南児童館

12月28日（土）～１月４日（土） 12月27日（金）～１月６日（月） 12月27日（金）午後～１月５日（日）
ふれあいセンター 福祉センター「ひばりの里」 道の駅「ごか」

12月28日（土）～１月５日（日） 12月27日（金）～１月６日（月） 12月31日（火）～１月２日（木）
※３日は初売りで一部営業

岩﨑冨美江 五霞町全地区 ☎８４－２５７２

主任児童委員
宮田　久江 五霞町全地区 ☎８４－３０５６
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平
成
24
年
８
月
に
「
社
会
保
障

の
安
定
財
源
の
確
保
等
を
図
る
税
制

の
抜
本
的
な
改
革
を
行
う
た
め
の
消

費
税
法
の
一
部
を
改
正
す
る
等
の
法

律
」
に
よ
り
、
消
費
税
法
の
一
部
が

改
正
さ
れ
ま
し
た
。

　

主
な
改
正
内
容
は
次
の
と
お
り
で

す
。

⑴
消
費
税
収
入
の
使
途
が
明
確
化
さ

れ
ま
し
た

⑵
消
費
税
率
を
２
段
階
で
引
き
上
げ

る
こ
と
と
さ
れ
ま
し
た

　

平
成
26
年
４
月
１
日
か
ら
８
％
へ

平
成
27
年
10
月
１
日
か
ら
10
％
へ

⑶
特
定
新
規
設
立
法
人
に
係
る
事
業

者
免
税
店
制
度
の
不
適
用
制
度
が

創
設
さ
れ
ま
し
た

⑷
任
意
の
中
間
申
告
制
度
が
創
設
さ

れ
ま
し
た

⑸
税
率
引
上
げ
に
伴
う
経
過
措
置
が

設
け
ら
れ
ま
し
た

※
経
済
財
政
状
況
の
激
変
に
も
柔
軟

に
対
応
す
る
観
点
か
ら
、
消
費
税

率
引
上
げ
の
停
止
を
含
め
所
要
の

措
置
を
講
ず
る
こ
と
と
さ
れ
て
い

ま
す

　

ま
た
、
平
成
25
年
６
月
に
成
立
し

た
「
消
費
税
の
円
滑
か
つ
適
正
な
転

嫁
の
確
保
の
た
め
の
消
費
税
の
転
嫁

を
阻
害
す
る
行
為
の
是
正
等
に
関
す

る
特
別
措
置
法
」
に
よ
り
、
以
下
の

４
つ
の
特
別
措
置
が
設
け
ら
れ
、
平

成
25
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
さ
れ
て

い
ま
す
。

⑴
消
費
税
の
転
嫁
拒
否
等
の
行
為
の

是
正
に
関
す
る
特
別
措
置

⑵
消
費
税
の
転
嫁
を
阻
害
す
る
表
示

の
是
正
に
関
す
る
特
別
措
置

⑶
価
格
の
表
示
に
関
す
る
特
別
措
置

⑷
消
費
税
の
転
嫁
及
び
表
示
の
方
法

の
決
定
に
係
る
共
同
行
為
に
関
す

る
特
別
措
置

　

な
お
、
詳
細
に
つ
い
て
は
国
税
庁

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
消
費
税
法
改
正

の
お
知
ら
せ
（
社
会
保
障
と
税
の
一

体
改
革
関
係
）」
の
特
集
ペ
ー
ジ
を

設
け
て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ

い
。

Ｕ
Ｒ
Ｌ　

http://w
w

w.nta.go.jp/
shiraberu/ippanjoho/pam

ph/
shohi/kaisei/201304.htm

○
お
問
い
合
わ
せ

　

古
河
税
務
署
法
人
課
税
第
一
部
門

　

☎
０
２
８
０

（32）
４
１
６
１

　
（
内
線
７
４
）

　

１
９
４
８
年
（
昭
和
23
年
）
12
月

10
日
、
国
連
総
会
で
世
界
人
権
宣
言

が
採
択
さ
れ
た
の
を
記
念
し
、
毎
年

12
月
10
日
は
「
人
権
デ
ー
」
と
定
め

ら
れ
ま
し
た
。

　

法
務
省
と
全
国
人
権
擁
護
委
員

連
合
会
で
は
、
人
権
デ
ー
を
最
終
日

と
す
る
12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
を

「
人
権
週
間
」
と
し
て
各
種
の
人
権

啓
発
活
動
を
行
い
ま
す
。

　

人
権
週
間
に
当
た
り
、
人
権
は
、

自
分
と
同
じ
よ
う
に
他
の
人
に
も
あ

る
こ
と
を
考
え
、
お
互
い
に
相
手
の

立
場
を
考
え
、
豊
か
な
人
間
関
係
を

つ
く
り
ま
し
ょ
う
。

第
65
回
人
権
週
間
強
調
事
項

「
み
ん
な
で
築
こ
う　
人
権
の
世
紀  

　
考
え
よ
う
相
手
の
気
持
ち

　
　
育
て
よ
う　
思
い
や
り
の
心
」

○
女
性
の
人
権
を
守
ろ
う

○
子
ど
も
の
人
権
を
守
ろ
う

○
高
齢
者
を
大
切
に
す
る
心
を
育
て

よ
う

○
障
害
の
あ
る
人
の
自
立
と
社
会
参

加
を
進
め
よ
う

○
同
和
問
題
に
関
す
る
偏
見
や
差
別

を
な
く
そ
う

○
ア
イ
ヌ
の
人
々
に
対
す
る
理
解
を

深
め
よ
う

○
外
国
人
の
人
権
を
尊
重
し
よ
う

○
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
ハ
ン
セ
ン
病
患

者
等
に
対
す
る
偏
見
を
な
く
そ
う

消
費
税
法
改
正
の
お
知
ら
せ

○
刑
を
終
え
て
出
所
し
た
人
に
対
す

る
偏
見
を
な
く
そ
う

○
犯
罪
被
害
者
と
そ
の
家
族
の
人
権

に
配
慮
し
よ
う

○
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
悪
用
し
た
人

権
侵
害
は
止
め
よ
う

○
北
朝
鮮
当
局
に
よ
る
人
権
侵
害
問

題
に
対
す
る
認
識
を
深
め
よ
う

○
ホ
ー
ム
レ
ス
に
対
す
る
偏
見
を
な

く
そ
う

○
性
的
指
向
を
理
由
と
す
る
差
別
を

な
く
そ
う

○
性
同
一
性
障
害
を
理
由
と
す
る
差

別
を
な
く
そ
う

○
人
身
取
引
を
な
く
そ
う

○
東
日
本
大
震
災
に
起
因
す
る
人
権

問
題
に
取
り
組
も
う

　

人
権
擁
護
委
員
が
法
務
局
に
常
駐

し
て
み
な
さ
ま
の
ご
相
談
に
お
答
え

し
ま
す
。

　

水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局
で

は
、
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
を
受
け
た

人
権
擁
護
委
員
が
、
当
支
局
に
常
駐

し
、
地
域
住
民
の
人
権
が
侵
害
さ
れ

な
い
よ
う
注
意
を
払
い
、
も
し
、
人
権

が
侵
害
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
相
談
を

受
け
、
被
害
救
済
の
た
め
速
や
か
に

適
切
な
対
応
を
と
っ
て
い
ま
す
。　

　

な
お
、
こ
の
常
駐
制
度
は
無
料
で

人
権
相
談
（
電
話
に
よ
る
相
談
可
）

に
応
じ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
の
ほ
か
祝
祭
日
等
の
休

日
を
除
く
毎
日
午
前
８
時
30
分
か
ら

午
後
５
時
15
分
ま
で
は
当
支
局
職
員

に
よ
る
相
談
等
も
行
っ
て
い
ま
す
。

12
月
４
日
か
ら
10
日
ま
で
は

人
権
週
間
で
す

○
常
駐
時
間

　

毎
週
月
曜
日
（
祝
祭
日
等
の
休
日

　
を
除
く
）

　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

○
常
駐
場
所

　
下
妻
市
下
妻
乙
１
２
４
番
地
２

　
水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局
別
館

　
☎
０
２
９
６

（43）
３
９
３
５

○
常
駐
委
員　
下
妻
人
権
擁
護
委
員

　
協
議
会
所
属
の
人
権
擁
護
委
員

　
水
戸
地
方
法
務
局
下
妻
支
局

　
下
妻
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

　

7
月
か
ら
大
規
模
改
修
工
事
を

行
っ
て
い
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、

工
事
が
終
了
し
、
10
月
22
日
か
ら
開

館
し
ま
し
た
。

　

休
館
中
、
み
な
さ
ま
に
は
大
変
ご

不
便
を
お
か
け
し
ま
し
た
。

　
新
し
く
な
っ
た
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

の
ご
利
用
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５

ふれあいセンター大規模改修
工事の終了に伴う開館について
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グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
応

募
作
品
に
つ
い
て
審
査
を
し
た
結
果
、
以

下
の
４
作
品
の
受
賞
が
決
定
し
、
ふ
れ
あ

い
祭
り
の
中
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に

地
球
温
暖
化
対
策
、
省
エ
ネ
活
動
へ
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
町
長
賞
】（
敬
称
略
）

○
団
体
の
部

　

五
霞
東
小
学
校

○
個
人
の
部

　

鳩
貝
佐
知
子
（
山
王
）

【
優
秀
賞
】（
敬
称
略
）

○
団
体
の
部

　

大
林
道
路
㈱
関
東
支
店

○
個
人
の
部

　

平
野　

正
（
山
王
山
）

　

10
月
20
日
、
新
潟
県
新
発
田
市
に
お
い

て
第
16
回
全
国
「
花
嫁
人
形
」
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
～
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
コ
ン
テ
ス
ト
～

が
開
催
さ
れ
、
コ
ー
ル
み
ず
き
が
奨
励
賞

を
受
賞
し
ま
し
た
。

　

こ
の
コ
ン
ク
ー
ル
で
は
、
全
国
各
地
か

ら
20
団
体
が
競
演
し
ま
し
た
。

　

会
場
の
蕗ふ

き

谷や

虹こ
う

児じ

記
念
館
に
は
、
詩
画

集
「
花
嫁
人
形
」
作
者
の
蕗
谷
虹
児
の
作

品
８
０
０
余
点
の
原
画
が
あ
り
、
辻
団
長

は
「
虹
児
の
世
界
観
を
肌
で
感
じ
、
叙
情

的
に
歌
い
た
い
と
練
習
を
重
ね
ま
し
た
。

ど
う
す
れ
ば
叙
情
的
に
歌
え
る
か
何
度
も

ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
し
、
本
番
の
第
一
声
が

会
場
に
響
い
た
瞬
間
「
花
嫁
人
形
」
が

コ
ー
ル
み
ず
き
の
色
で
染
ま
っ
た
よ
う
な

気
が
し
ま
し
た
。
結
果
が
出
せ
て
本
当
に

嬉
し
い
」
と
感
想
を
述
べ
て
い
ま
し
た
。

　 　
コ
ー
ル
み
ず
き
が
奨
励
賞
を

　
受
賞

　
県
西
地
区
子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー

　
研
修
会
に
参
加
し
ま
し
た

　

10
月
19
日
、
結
城
市
伝
統
工
芸
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
県
西
地
区

子
ど
も
会
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

県
西
地
区
6
市
2
町
の
子
ど
も
会
の
小

学
５
・
６
年
生
及
び
中
学
生
を
対
象
と

し
、
34
名
の
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
ま
し

た
。
五
霞
町
か
ら
は
五
霞
東
小
学
校
6
年

栗
原
蒼あ

お
いさ
ん
、
成
田
恵け
い

さ
ん
、
藤
倉
日ひ

向な
た

さ
ん
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

研
修
内
容
は
、
結
城
市
に
あ
る
紬
の
里

で
藍
染
体
験
と
伝
統
工
芸
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
紬
の
機
織
り
体
験
を

し
ま
し
た
。　

　

世
界
に
ひ
と
つ
の
素
敵
な
藍
染
ハ
ン
カ

チ
が
出
来
上
が
り
ま
し
た
。

　
グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト

　
の
受
賞
者
が
決
定
し
ま
し
た

　
五
霞
中
学
校
、
東
・
西
小
学
校

　
で
租
税
教
室
が
行
わ
れ
ま
し
た

　

10
月
４
日

に
五
霞
中
学

校
（
３
年
生

対
象
）、
18

日
に
東
小
学

校
、
11
月
８

日
に
西
小
学

校
（
共
に
６

年
生
対
象
）

に
て
租
税
教

室
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

租
税
教
育
は
、
次
代
を
担
う
児
童
、
生

徒
が
租
税
の
意
義
や
役
割
を
正
し
く
理
解

し
、
社
会
の
在
り
方
を
主
体
的
に
考
え
る

と
い
う
自
覚
を
育
て
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
い
ま
す
。

　

東
・
西
小
学
校
で
は
役
場
職
員
が
、
ま

た
中
学
校
で
は
古
河
税
務
署
職
員
が
講
師

と
な
り
、
税
金
の
集
め
方
や
使
い
道
、
そ

の
大
切
さ
を
Ｄ
Ｖ
Ｄ
や
ゲ
ー
ム
形
式
で
分

か
り
や
す
く
伝
え
、
出
席
し
た
児
童
、
生

徒
は
税
金
の
必
要
性
を
心
に
感
じ
た
様
子

で
し
た
。

　

児
童
、
生
徒
の
み
な
さ
ん
が
租
税
教
室

で
学
ん
だ
こ
と
と
感
じ
た
気
持
ち
を
大
切

に
し
て
、
将
来
、
社
会
で
活
躍
す
る
こ
と

を
願
っ
て
い
ま
す
。
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グ
リ
ー
ン
カ
ー
テ
ン
コ
ン
テ
ス
ト
の
応

募
作
品
に
つ
い
て
審
査
を
し
た
結
果
、
以

下
の
４
作
品
の
受
賞
が
決
定
し
、
ふ
れ
あ

い
祭
り
の
中
で
表
彰
式
を
行
い
ま
し
た
。

　

今
後
と
も
、
よ
り
多
く
の
み
な
さ
ん
に

地
球
温
暖
化
対
策
、
省
エ
ネ
活
動
へ
取
り

組
ん
で
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

【
町
長
賞
】（
敬
称
略
）

○
団
体
の
部

　

五
霞
東
小
学
校

○
個
人
の
部

　

鳩
貝
佐
知
子
（
山
王
）

【
優
秀
賞
】（
敬
称
略
）

○
団
体
の
部

　

大
林
道
路
㈱
関
東
支
店

○
個
人
の
部

　

平
野　

正
（
山
王
山
）

　

10
月
13
日
、
山
王
山
農
村
公
園
に
お
い

て
、
山
王
山
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
は
、

山
王
山
地
区
住
民
の
親
睦
と
健
康
増
進
を

目
的
と
し
て
お
り
、
今
年
で
33
回
目
を
迎

え
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で

参
加
し
、
ビ
ン

釣
り
ゲ
ー
ム
や

新
玉
入
れ
、

ウ
ォ
ー
ク
ラ

リ
ー
な
ど
が
行

わ
れ
、
参
加
者

全
員
が
楽
し
い

一
時
を
過
ご
し

ま
し
た
。

　
第
33
回
山
王
山
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

　
ス
テ
ィ
バ
ル
が
行
わ
れ
ま
し
た

　
歌
手　
五ご

家か

英ひ
で
子こ

さ
ん
か
ら
車
椅
子
の
寄
付
が

　
あ
り
ま
し
た

　

高
齢
者
福
祉
大
会
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
出
演
予
定
で

あ
っ
た
歌
手
の
五
家
英
子
さ
ん
か
ら
車
椅
子
１
台
が
寄
付
さ

れ
ま
し
た
。
公
共
施
設
に
備
え
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
ご
厚
志
に
対
し
、
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

※
写
真
は
、
五
家
英
子
さ
ん
の
代
理
で
堀
山
さ
ん
と
新
井
さ
ん
が

　

来
庁
さ
れ
寄
付
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

９
月
29
日
、
中
学
校
野
球
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
お
い
て
、
第
17
回
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ
野

球
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
決
勝
戦
で
は
、
キ
ユ
ー
ピ
ー
チ
ー
ム
の
打

線
が
爆
発
し
、
６
対
２
で
ダ
イ
ゾ
ー
チ
ー
ム

を
破
り
、
見
事
優
勝
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

【
優　
勝
】

キ
ユ
ー
ピ
ー

チ
ー
ム

【
準
優
勝
】

ダ
イ
ゾ
ー

チ
ー
ム

　
第
17
回
五
霞
工
業
ク
ラ
ブ

　
野
球
大
会

　
ま
ち
・
体
育
協
会
関
係
大
会
結
果

２
０
１
３
県
西
地
区
代
表
選
手
に
選
出

Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｆ
Ｃ　
齋
藤
雅ま
さ
紀き

さ
ん

（
五
霞
東
小
学
校
５
年
生
）

　

７
月
13
・
14
日
、
古
河
市
リ
バ
ー
フ
ィ
ー
ル

ド
に
て
、
県
西
ト
レ
セ
ン
５
年
生
の
選
考
会
が

実
施
さ
れ
、
Ｇ
Ｏ
Ｋ
Ａ
Ｊ
Ｆ
Ｃ
の
齋
藤
雅
紀
さ

ん
（
五
霞
東
小
学
校
）
が
選
出
さ
れ
ま
し
た
。

　

齋
藤
さ
ん
は
、
平
成
25
年
度
県
西
地
区
代
表

選
手
と
し
て
、
県
内
の
リ
ー
グ
戦
等
に
参
加
し

ま
す
。

　

齋
藤
さ
ん
に

は
多
く
の
人
た

ち
と
の
出
会
い

を
通
じ
て
、
よ

り
高
い
技
術
を

習
得
し
、
さ
ら

な
る
活
躍
が
期

待
さ
れ
ま
す
。

第
１
回
体
協
会
長
杯
争
奪　
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
大
会

　

台
風
一
過
の
す
が
す
が
し
い
晴
天
の
も
と
、
和
気

あ
い
あ
い
と
大
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

○
期
日　

９
月
27
日

○
場
所　

ご
か
み
ず
べ
公
園

○
参
加　
７
チ
ー
ム　

40
名

○
結
果

　

優　

勝　

宮
前
Ａ
チ
ー
ム
（
原
宿
台
）

　

準
優
勝　

小
福
田
チ
ー
ム

　

第
３
位　

宮
前
Ｂ
チ
ー
ム
（
原
宿
台
）

第
22
回
町
民
テ
ニ
ス
大
会

○
期
日　

10
月
６
日

○
場
所　

町
テ
ニ
ス
コ
ー
ト

○
参
加　

９
ペ
ア　

18
名

○
結
果

　

優　

勝　

中
村
・
渡
辺
ペ
ア

　

準
優
勝　

草
間
・
土
屋
ペ
ア

　

第
３
位　

安
藤
・
古
賀
ペ
ア

第
10
回

町
民
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
大
会

○
期
日　

10
月
６
日

○
場
所　

ご
か
み
ず
べ
公
園

○
参
加　

20
名

○
結
果
（
敬
称
略
）

　

優　

勝　

齋
藤　

克　

　

準
優
勝　

今
井　

輝
昭

　

第
３
位　

舟
引　

啓
典

左から舟引氏、齋藤氏、今井氏
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ち
び
っ
こ
広
場

〜
西
児
童
館
〜

プ
レ
ー
親
子
バ
レ
エ

〜
南
児
童
館
〜

　

10
月
18
日
、
西
児
童
館
に
お

い
て
「
ち
び
っ
こ
広
場
」
を
行

い
ま
し
た
。
こ
の
広
場
は
月
に

２
回
、
２
～
３
歳
の
お
友
達
を

対
象
に
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ

や
季
節
の
行
事
、
は
と
ぽ
っ
ぽ

体
操
な
ど
お
母
さ
ん
と
一
緒
に

楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　
こ
の
日
は
、
ミ
ニ
運
動
会
を

開
催
し
ま
し
た
。
玉
入
れ
や

じ
ゃ
ん
け
ん
大
会
、
お
母
さ
ん

と
郵
便
屋
さ
ん
に
な
っ
て
手
紙

を
配
達
し
た
り
、
５
つ
の
種
目

で
体
を
動
か
し
ま
し
た
。
最
後

は
お
い
し
い
お
弁
当
と
と
ん
汁

を
食
べ
て
に
ぎ
や
か
に
過
ご
し

ま
し
た
。

 

「
ち
び
っ
こ
広
場
」
は
、
育
児

情
報
交
換
の
場
と
し
て
も
気
軽

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。
見
学
も

大
歓
迎
で
す
。
ぜ
ひ
一
度
遊
び

に
来
て
く
だ
さ
い
ね
。

　
９
月
28
日
、
南
児
童
館
に
お

い
て
、
母
親
ク
ラ
ブ
主
催
に
よ

る
「
親
子
バ
レ
エ
」
を
講
師
の

幕ま
く

田た

晴
美
先
生
の
指
導
の
も

と
行
い
ま
し
た
。

 

「
親
子
バ
レ
エ
」
は
、
ゆ
っ
く

り
な
動
き
で
体
を
伸
ば
す
動

き
が
多
い
の
で
す
が
、
子
ど
も

達
も
お
母
さ
ん
達
と
い
っ
し
ょ

に
、
少
し
難
し
い
体
勢
に
も
頑

張
る
姿
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
お
母
さ
ん
達
も
日
頃

使
わ
な
い
と
こ
ろ
を
伸
ば
し
、

身
も
心
も
ス
ッ
キ
リ
し
た
よ
う

で
す
。

　

母
親
ク
ラ
ブ
の
み
な
さ
ん
、

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思
い
や
り
の
心
で
明
る
い
社
会
を

世
界
人
権
宣
言

　

世
界
人
権
宣
言
は
、
基
本
的
人
権
尊
重

の
原
則
を
定
め
た
も
の
で
あ
り
、
初
め
て

人
権
保
障
の
目
標
な
い
し
基
準
を
国
際
的

に
う
た
っ
た
画
期
的
な
も
の
で
す
。
こ
れ

に
よ
り
、
世
界
の
人
権
を
守
る
動
き
は
大

き
く
進
ん
で
い
ま
す
。

　

20
世
紀
に
は
、
世
界
を
巻
き
込
ん
だ
戦

争
が
二
度
も
起
こ
り
、
特
に
第
二
次
世
界

大
戦
中
に
お
い
て
は
、
特
定
の
人
種
の
迫

害
、
大
量
虐
殺
等
、
人
権
の
侵
害
や
抑
圧

が
横
行
し
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、
人
権
問

題
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
の
国
内
問
題
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
よ
う
な
経
験

か
ら
、
人
権
問
題
は
国
際
社
会
全
体
に
関

わ
る
問
題
で
あ
り
、
人
権
の
保
障
が
世
界

平
和
の
基
礎
で
あ
る
と
い
う
考
え
方
が
主

流
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
昭
和
23
年
（
１
９
４
８
年
）

12
月
10
日
、国
連
第
３
回
総
会
に
お
い
て
、

「
す
べ
て
の
人
民
と
す
べ
て
の
国
と
が
達

成
す
べ
き
共
通
の
基
準
」
と
し
て
、「
世

界
人
権
宣
言
」
が
採
択
さ
れ
ま
し
た
。
世

界
人
権
宣
言
は
、
前
文
と
30
の
条
文
か
ら

成
っ
て
い
ま
す
。

　

第
１
条
は
、「
す
べ
て
の
人
間
は
、
生

れ
な
が
ら
に
し
て
自
由
で
あ
り
、
か
つ
、

尊
厳
と
権
利
と
に
つ
い
て
平
等
で
あ
る
。

人
間
は
、
理
性
と
良
心
と
を
授
け
ら
れ
て

お
り
、
互
い
に
同
胞
の
精
神
を
も
っ
て
行

動
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」
と
宣
言
し

て
い
ま
す
。

　

第
２
条
は
、「
す
べ
て
人
は
、
人
種
、

皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上

そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若
し
く
は
社
会

的
出
身
、
財
産
、
門
地
そ
の
他
の
地
位
又

は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る

差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の
宣
言

に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
個
人

の
属
す
る
国
又
は
地
域
が
独
立
国
で
あ
る

と
、
信
託
統
治
地
域
で
あ
る
と
、
非
自
治

地
域
で
あ
る
と
、
又
は
他
の
な
ん
ら
か
の

主
権
制
限
の
下
に
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
そ

の
国
又
は
地
域
の
政
治
上
、
管
轄
上
又
は

国
際
上
の
地
位
に
基
づ
く
い
か
な
る
差
別

も
し
て
は
な
ら
な
い
。」と
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
条
か
ら
第
21
条
ま
で
は
、
市
民

的
、
政
治
的
権
利
に
つ
い
て
、
第
22
条
か

ら
は
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利

等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。
国
連

は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を

記
念
し
、
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
年
）
12

月
4
日
の
第
5
回
総
会
に
お
い
て
、
12
月

10
日
を
「
人
権
デ
ー
（H

um
an Rights 

D
ay

）」
と
定
め
、
加
盟
国
等
に
人
権
の

発
展
を
更
に
推
進
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年

の
昭
和
24
年
か
ら
毎
年
12
月
10
日
を
最
終

日
と
す
る
1
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
全
国
的
に
啓
発
活
動
を
展
開
し
、
広

く
国
民
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

（
法
務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋
）

12
月
の
行
事
予
定

西
児
童
館　
　
　
　

☎
（84）
２
３
２
１

・
伝
承
遊
び　
　
　
　
　
　

３
日
㈫

・
ち
び
っ
こ
広
場　
　
　
　

６
日
㈮

・
ク
リ
ス
マ
ス
工
作　
　
　

12
日
㈭

・
避
難
訓
練　
　
　
　
　
　

17
日
㈫

・
ち
び
っ
こ
広
場　
　
　
　

20
日
㈮

・
ク
リ
ス
マ
ス
会　
　
　
　

24
日
㈫

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　
　

26
日
㈭

南
児
童
館　
　
　
　

☎
（84）
３
４
５
６

・
ド
ッ
ジ
ボ
ー
ル
大
会　
　

２
日
㈪

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　
５
日
㈭

・
こ
お
り
鬼
で
遊
ぼ
う　
　

９
日
㈪

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　

12
日
㈭

・
み
ん
な
で
ク
ッ
キ
ン
グ　

16
日
㈪

・
マ
マ
と
い
っ
し
ょ　
　
　

19
日
㈭

・
お
楽
し
み
会　
　
　
　
　

24
日
㈫
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第
19
回
青
少
年
の
主
張
大

会
を
開
催
し
ま
す

成
人
式
典

て
い
ま
す
。

　

第
２
条
は
、「
す
べ
て
人
は
、
人
種
、

皮
膚
の
色
、
性
、
言
語
、
宗
教
、
政
治
上

そ
の
他
の
意
見
、
国
民
的
若
し
く
は
社
会

的
出
身
、
財
産
、
門
地
そ
の
他
の
地
位
又

は
こ
れ
に
類
す
る
い
か
な
る
事
由
に
よ
る

差
別
を
も
受
け
る
こ
と
な
く
、
こ
の
宣
言

に
掲
げ
る
す
べ
て
の
権
利
と
自
由
と
を
享

有
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
個
人

の
属
す
る
国
又
は
地
域
が
独
立
国
で
あ
る

と
、
信
託
統
治
地
域
で
あ
る
と
、
非
自
治

地
域
で
あ
る
と
、
又
は
他
の
な
ん
ら
か
の

主
権
制
限
の
下
に
あ
る
と
を
問
わ
ず
、
そ

の
国
又
は
地
域
の
政
治
上
、
管
轄
上
又
は

国
際
上
の
地
位
に
基
づ
く
い
か
な
る
差
別

も
し
て
は
な
ら
な
い
。」と
し
て
い
ま
す
。

　

第
３
条
か
ら
第
21
条
ま
で
は
、
市
民

的
、
政
治
的
権
利
に
つ
い
て
、
第
22
条
か

ら
は
経
済
的
、
社
会
的
及
び
文
化
的
権
利

等
に
つ
い
て
規
定
し
て
い
ま
す
。
国
連

は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
の
を

記
念
し
、
昭
和
25
年
（
１
９
５
０
年
）
12

月
4
日
の
第
5
回
総
会
に
お
い
て
、
12
月

10
日
を
「
人
権
デ
ー
（H

um
an Rights 

D
ay

）」
と
定
め
、
加
盟
国
等
に
人
権
の

発
展
を
更
に
推
進
す
る
よ
う
呼
び
掛
け
て

い
ま
す
。
法
務
省
の
人
権
擁
護
機
関
で

は
、
世
界
人
権
宣
言
が
採
択
さ
れ
た
翌
年

の
昭
和
24
年
か
ら
毎
年
12
月
10
日
を
最
終

日
と
す
る
1
週
間
を
「
人
権
週
間
」
と
定

め
、
全
国
的
に
啓
発
活
動
を
展
開
し
、
広

く
国
民
に
人
権
尊
重
思
想
の
普
及
高
揚
を

呼
び
掛
け
て
い
ま
す
。

（
法
務
省
Ｈ
Ｐ
よ
り
抜
粋
）

（
教
育
委
員
会
）

　

五
霞
町
青
少
年
問
題
協
議
会
主
催

に
よ
る
青
少
年
の
主
張
大
会
を
次
の

と
お
り
開
催
し
ま
す
。

　

児
童
生
徒
が
、
日
頃
の
思
い
や
将

来
の
夢
な
ど
を
発
表
し
ま
す
。
み
な

さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う
え
、
ご
来

場
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
19
日
㈭

　

午
後
１
時
30
分
か
ら

○
場
所　
中
央
公
民
館　

講
堂

○
お
問
い
合
わ
せ

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０

（
教
育
委
員
会
）

○
日
時　
平
成
26
年
１
月
12
日
㈰

　

受
付　

午
前
９
時
45
分

　

開
式　

午
前
10
時

○
場
所　
中
央
公
民
館　

講
堂

○
該
当
者

　

平
成
５
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
６

年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
方

○
そ
の
他

　

11
月
１
日
を
基
準
に
案
内
を
送
付

し
ま
し
た
。
そ
れ
以
降
に
転
入
さ
れ

た
方
は
12
月
20
日
㈮
ま
で
に
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。

○
連
絡
先

　

教
育
委
員
会　

生
涯
学
習
Ｇ

　

☎
（84）
１
４
６
０

○
堤
防
強
化
事
業
で
移
転
さ
れ
た
方
へ

　

年
内
に
家
屋
（
新
家
屋
）
が
完
成

し
、買
収
契
約
し
た
家
屋
（
旧
家
屋
）

の
取
り
壊
し
が
年
明
け
に
な
る
と
、

新
旧
両
方
の
家
屋
に
固
定
資
産
税
が

課
税
さ
れ
ま
す
。

　

固
定
資
産
税
は
１
月
１
日
現
在
で

の
取
扱
に
な
り
ま
す
の
で
、
家
屋
の

完
成
時
期
と
買
収
家
屋
の
取
り
壊
し

時
期
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

一
般
的
な
個
人
所
得
の
電
子
申
告

に
必
要
な
「
電
子
証
明
書
」
は
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ

に
情
報
を
格
納
す
る
こ
と
に
よ
り
使

用
で
き
ま
す
。

○
カ
ー
ド
の
新
規
発
行

持
参
す
る
も
の

・
運
転
免
許
証
（
Ｉ
Ｃ
チ
ッ
プ
入
り
）

・
免
許
証
の
暗
証
番
号　

・
認
印

・
発
行
手
数
料
（
１
，
０
０
０
円
）

※
免
許
証
の
内
容
変
更
や
暗
証
番
号

を
忘
れ
た
場
合
は
、
事
前
に
警

察
署
で
変
更
手
続
き
や
番
号
の

照
会
を
済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

免
許
証
を
お
持
ち
で
な
い
方
は

文
書
照
会
、
回
答
書
の
や
り
と

り
に
な
り
ま
す
。

※
即
日
発
行
不
可
。

ｅ
‐
Ｔ
Ａ
Ｘ
に
よ
る

電
子
申
告
を
さ
れ
る
方
へ

土
地
・
家
屋
の
届
出
に

つ
い
て

（
町
民
税
務
課
）

　

土
地
や
家
屋
に
対
す
る
固
定
資
産

税
は
、
毎
年
１
月
１
日
現
在
で
課
税

さ
れ
ま
す
。年
内
に
家
屋
の
滅
失（
取

り
壊
し
）
や
増
築
・
改
築
を
さ
れ
た

場
合
、
ま
た
は
売
買
な
ど
に
よ
り
未

登
記
家
屋
の
所
有
者
が
変
わ
っ
た
場

合
に
は
、
町
民
税
務
課
ま
で
届
出
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
土
地
の
現
況
地
目
を
変
更

し
て
い
る
場
合
に
も
同
様
で
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
法
務
局
で
登
記

を
済
ま
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
届

出
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ
ん
。

○
電
子
証
明
の
格
納
の
み

持
参
す
る
も
の

・
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

・
身
分
証
明
書　

・
認
印

・
発
行
手
数
料
（
５
０
０
円
）

※
即
日
発
行
可
（
カ
ー
ド
の
有
効
期

限
内
に
限
る
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

町
民
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
５
（
直
通
）

（
町
民
税
務
課
）

　

国
民
年
金
保
険
料
を
社
会
保
険
料

控
除
と
し
て
申
告
す
る
場
合
に
、
一

年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金
保
険
料

を
証
明
す
る
書
類
等
を
添
付
す
る
こ

と
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
生
命
保
険
会
社
等
か

ら
送
付
さ
れ
る
控
除
証
明
書
と
同
様

に
、
一
年
間
に
納
付
し
た
国
民
年
金

保
険
料
の
額
を
証
明
し
た
控
除
証
明

書
（
ハ
ガ
キ
）
が
、
日
本
年
金
機
構

か
ら
11
月
上
旬
か
ら
順
次
送
付
さ
れ

て
い
ま
す
。

　

年
末
調
整
ま
た
は
確
定
申
告
の
手

続
き
の
際
は
、
必
ず
こ
の
証
明
書
や

領
収
証
書
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

下
館
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
９
６

（25）
０
８
１
１

国
民
年
金
保
険
料
控
除
証

明
書
の
送
付
に
つ
い
て
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。
農
業
所
得
の
申
告
に
お
け
る
注
意
点

県
税
納
税
証
明
書
に
つ
い
て

（
町
民
税
務
課
）

　

農
業
所
得
は
収
入
の
大
小
に
か
か

わ
ら
ず
、
す
べ
て
収
支
計
算
に
よ
っ

て
申
告
者
ご
自
身
で
計
算
し
、
申
告

い
た
だ
き
ま
す
。

（
申
告
の
注
意
点
）

・
農
業
所
得
に
係
る
記
帳
と
帳
簿
書

類
の
保
存
が
必
要
と
な
り
ま
す

・
収
支
計
算
書
の
作
成
は
原
則
、
申

告
者
ご
自
身
で
行
っ
て
い
た
だ

き
ま
す
（
予
め
計
算
書
の
作
成

が
お
済
み
で
な
い
方
は
、
申
告

会
場
の
混
雑
を
避
け
る
た
め
、

別
室
に
て
作
成
を
い
た
だ
き
ま

す
の
で
ご
了
承
下
さ
い
）

・
販
売
を
行
わ
ず
、
家
事
消
費
分

の
み
の
生
産
を
す
る
農
業
者
も

申
告
を
し
て
く
だ
さ
い
（
農
業

所
得
の
申
告
を
す
る
こ
と
に
よ

り
、
翌
年
度
の
所
得
証
明
書
等

で
所
得
額
の
証
明
が
可
能
と
な

り
ま
す
）

・
販
売
を
行
わ
な
か
っ
た
農
業
者

で
、
収
支
計
算
書
を
作
成
し
た
結

果
、
農
業
所
得
が
マ
イ
ナ
ス
所
得

（
赤
字
）
で
あ
る
場
合
、
そ
の
マ

イ
ナ
ス
所
得
を
他
の
所
得
と
合
算

す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん

・
青
色
申
告
は
、
納
税
者
自
ら
税
法

に
従
っ
て
所
得
金
額
と
税
額
を

正
し
く
計
算
し
、
納
税
す
る
制

度
で
す
の
で
、
役
場
で
の
申
告

受
付
は
で
き
ま
せ
ん

（
町
民
税
務
課
）

　

県
税
事
務
所
で
は
、
車
検
用
納
税

証
明
書
の
他
に
、
次
の
２
種
類
の
証

明
書
が
発
行
で
き
ま
す
。

①
税
目
別
、
年
度
ご
と
の
納
税
状
況

の
証
明
書

②
す
べ
て
の
県
税
に
つ
い
て
の
未
納

の
な
い
こ
と
の
証
明
書

申
請
前
に
、
ど
ち
ら
が
必
要
か
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

○
申
請
に
必
要
な
も
の

・
納
税
義
務
者
の
印
鑑

 

（
法
人
は
代
表
者
の
登
録
印
）

・
証
明
手
数
料
（
現
金
）

（
１
件
に
つ
き
４
０
０
円
）

※
代
理
人
申
請
の
場
合
は
、
委
任
状

が
必
要
で
す
。

※
直
近
（
約
２
週
間
程
度
）
に
県
税

を
納
め
た
場
合
は
、
そ
の
領
収

書
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

（
産
業
課
）

　

有
害
鳥
獣
（
カ
ラ
ス
）
の
銃
器
に

よ
る
駆
除
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま

す
。

○
１
回
目　

12
月
１
日
㈰

○
２
回
目　

１
月
５
日
㈰

　

両
日
と
も
日
の
出
か
ら
日
の
入
り

ま
で
（
悪
天
候
で
も
実
施
し
ま
す
）

○
実
施
区
域　
五
霞
町
全
域

○
お
問
い
合
わ
せ

　

産
業
課　

地
域
産
業
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

（
健
康
福
祉
課
）

　

町
民
の
み
な
さ
ん
に
は
、
行
政
区

等
を
通
じ
て
１
，
９
４
７
名
の
方
か

ら
社
資
と
し
て
９
８
６
，
９
０
０
円

の
寄
付
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
（
平

成
25
年
10
月
末
現
在
）

　

み
な
さ
ん
か
ら
ご
協
力
い
た
だ
い

た
活
動
資
金
は
、
国
の
内
外
に
わ
た

る
災
害
救
援
を
は
じ
め
、
救
急
法
等

の
普
及
、
赤
十
字
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

青
少
年
赤
十
字
メ
ン
バ
ー
の
育
成
、

乳
児
院
の
運
営
、
医
療
事
業
、
血
液

事
業
、
国
際
救
援
な
ど
幅
広
い
活
動

カ
ラ
ス
駆
除
の
実
施
に

つ
い
て

日
本
赤
十
字
社
資
に

ご
協
力
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

（
総
務
課
）

　

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
は
、
従

業
者
４
人
以
上
の
全
て
の
製
造
事
業

所
を
対
象
に
、
12
月
31
日
時
点
で
実

施
し
ま
す
。

　

調
査
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
12

月
か
ら
平
成
26
年
１
月
に
か
け
て
調

査
員
が
伺
い
ま
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内

容
は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税

の
資
料
な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は

絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
政
策
Ｇ

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
２
７
）

平
成
25
年
工
業
統
計
調
査
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

（
事
前
相
談
会
の
お
知
ら
せ
）

　

平
成
26
年
２
月
上
旬
に
農
業
所
得

事
前
相
談
会
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

確
定
申
告
の
期
間
中
は
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
申
告
が
ス
ム
ー
ズ

に
行
え
る
よ
う
、
ぜ
ひ
相
談
会
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
収
支
計
算
書
の
様
式
は
１

月
中
旬
に
役
場
窓
口
に
備
え
付
け
る

予
定
で
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

町
民
税
務
課　

税
務
Ｇ

　

☎
（84）
１
９
６
６
（
直
通
）

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
筑
西
県
税
事
務
所
境
支
所

　

☎
（87）
１
１
２
０

に
役
立
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

１
年
を
通
し
て
社
資
等
を
受
付
し

て
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
赤
十
字

事
業
に
対
し
、
ご
理
解
と
ご
支
援
を

お
願
い
し
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
福
祉
課　

社
会
福
祉
Ｇ

　

☎
（84）
０
０
０
６
（
直
通
）

工業統計キャラクター
コウちゃん
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道
路
工
事
の
実
施
に
つ
い
て

町道８号線町道1561号線

町道2067号線

や
ま
や

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

㈱
東
京
カ
ツ
ラ

マ
ル
ミ
ネ
田
中
運
輸

至原宿台

至原宿台

至
江
川水路

至山王山

五霞東小
ふれあい
センター西関宿・栗橋線

環境浄化
センター

環境浄化
センター

ミニストップ

馬場医院

県
道
幸
手
境
線

（
建
設
環
境
課
）

　

町
道
の
補
修
工
事
を
次
の
と
お
り

実
施
し
ま
す
。
工
事
期
間
中
は
通
行

止
め
等
で
大
変
ご
迷
惑
を
お
か
け
し

ま
す
が
、
ご
理
解
ご
協
力
を
よ
ろ
し

く
お
願
い
し
ま
す
。

・
町
道
８
号
線
道
路
舗
装
補
修
工
事

○
工
事
期
間　
１
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
幸
主
地
内

○
施
工
業
者　
㈱
五
霞
建
設

　
　
　
　
　
　
小
沢
道
路
㈱

・
町
道
２
０
６
７
号
線
道
路
舗
装
補

　
修
工
事

○
工
事
期
間　
１
月
上
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
元
栗
橋
地
内

○
施
工
業
者　
㈱
岡
島
組

・
町
道
１
５
６
１
号
線
道
路
改
良
工
事

○
工
事
期
間　
３
月
中
旬
ま
で

○
工
事
箇
所　
山
王
山
地
内

○
施
工
業
者　
㈱
青
木
建
設

○
お
問
い
合
わ
せ　

　

建
設
環
境
課　

建
設
都
市
計
画
Ｇ

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

　

こ
の
事
業
は
、
次
の
条
件
を
満
た

す
木
造
住
宅
の
所
有
者
が
耐
震
診
断

を
希
望
す
る
場
合
、
専
門
的
知
識
を

有
す
る
「
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
」

を
派
遣
し
て
耐
震
診
断
を
行
い
、
木

造
住
宅
の
耐
震
性
能
の
確
認
や
耐
震

化
の
意
識
啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的

と
し
た
事
業
で
す
。

【
対
象
住
宅
】

　

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

は
、
町
内
に
建
築
さ
れ
て
い
て
、
次

の
要
件
の
全
て
に
該
当
す
る
も
の
で

す
。
ま
た
、
対
象
住
宅
の
所
有
者
が

税
の
滞
納
を
し
て
い
な
い
こ
と
が
条

件
で
す
。(

所
有
者
が
複
数
の
場
合

は
代
表
者)

⑴
一
戸
建
て
の
木
造
住
宅
ま
た
は
店

舗
等
併
用
住
宅
（
床
面
積
の
2

分
の
1
以
上
が
住
宅
で
あ
る
も

の
に
限
る
。）
で
、
2
階
以
下
の

も
の
。

⑵
昭
和
56
年
5
月
31
日
以
前
に
着

工
さ
れ
、
建
築
確
認
を
受
け
て

建
築
さ
れ
た
も
の
。
た
だ
し
、

建
築
時
に
お
い
て
建
築
基
準
法

に
該
当
し
な
か
っ
た
場
合
を
除

く
。

⑶
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
枠
組
壁
工

法
で
建
築
さ
れ
た
も
の
。
（
丸

太
組
工
法
及
び
プ
レ
ハ
ブ
工
法

な
ど
の
よ
う
な
特
殊
な
工
法
に

よ
り
建
築
さ
れ
て
い
る
も
の
は

対
象
外
）

（
注
１
）

　

こ
の
耐
震
診
断
は
、
地
震
で
の
倒

壊
の
可
能
性
や
補
強
の
必
要
性
に
つ

い
て
行
う
も
の
で
す
の
で
、
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
被
害
状
況
を
診
断
す

る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
被
災
度

区
分
判
定
を
希
望
す
る
場
合
は
、
各

自
で
建
築
士
事
務
所
な
ど
へ
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

【
診
断
費
用
（
個
人
負
担
）】

　

一
戸
あ
た
り
２
，
０
０
０
円

【
募
集
戸
数
】

　

先
着
９
戸

【
お
申
し
込
み
期
間
】

　

12
月
２
日
㈪
～
24
日
㈫
（
閉
庁
日

を
除
く
。
な
お
、
定
数
に
達
し
次
第

終
了
し
ま
す
。
）

【
受
付
時
間
】

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時
15
分

【
必
要
書
類
】

⑴
申
込
書

⑵
建
築
時
期
及
び
延
床
面
積
が
確
認

で
き
る
も
の

⑶
概
略
平
面
図
（
建
築
確
認
申
請
書

が
あ
れ
ば
そ
の
写
し
）

【
お
申
し
込
み
方
法
】

　

建
設
環
境
課
に
備
え
付
け
、
ま
た

は
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
込
書
を

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
所
定
の
事
項
を

記
入
の
う
え
建
設
環
境
課
ま
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

【
お
申
し
込
み
か
ら
診
断
ま
で
の
流
れ
】

⑴
申
込
受
付
後
に
、
内
容
の
確
認
を

行
い
、
派
遣
住
宅
と
派
遣
す
る
木

造
住
宅
耐
震
診
断
士
を
決
定
し
ま

す
。

⑵
派
遣
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
、
町

か
ら
申
込
者
に
通
知
を
送
付
し
ま

す
。

　

（
派
遣
が
決
定
し
た
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
派
遣
決
定
通
知
に
個

人
負
担
金
納
入
の
ご
案
内
も
同

封
し
ま
す
。
）

⑶
派
遣
が
決
定
し
た
方
に
は
、
診
断

士
が
直
接
日
程
の
調
整
を
行
い
、

診
断
に
伺
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

円
滑
な
日
程
調
整
と
診
断
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
ご
注
意
く
だ
さ
い
】

　

町
で
関
係
し
て
い
る
木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
助
成
は
本
制
度
の
み
で

す
。
派
遣
す
る
木
造
住
宅
耐
震
診
断

士
が
、
補
強
工
事
の
見
積
の
提
示
や

補
強
工
事
の
契
約
の
勧
誘
を
す
る
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

疑
わ
し
い
セ
ー
ル
ス
等
に
は
十
分

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
お
問
い
合
わ
せ
及
び
受
付
窓
口
】

　

建
設
環
境
課　

建
設
都
市
計
画
Ｇ

　

☎
（84）
３
３
４
７
（
直
通
）

五
霞
町
木
造
住
宅
耐
震
診
断
士
派
遣
事
業

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
支
援
し
ま
す
！

町道８号線町道1561号線

町道2067号線

や
ま
や

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

㈱
東
京
カ
ツ
ラ

マ
ル
ミ
ネ
田
中
運
輸

至原宿台

至原宿台

至
江
川水路

至山王山

五霞東小
ふれあい
センター西関宿・栗橋線

環境浄化
センター

環境浄化
センター

ミニストップ

馬場医院

県
道
幸
手
境
線

町道８号線町道1561号線

町道2067号線

や
ま
や

ロ
ジ
ス
テ
ィ
ッ
ク

㈱
東
京
カ
ツ
ラ

マ
ル
ミ
ネ
田
中
運
輸

至原宿台

至原宿台

至
江
川水路

至山王山

五霞東小
ふれあい
センター西関宿・栗橋線

環境浄化
センター

環境浄化
センター

ミニストップ

馬場医院

県
道
幸
手
境
線
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

狂
犬
病
予
防
注
射
は

お
済
み
で
す
か

家
庭
ご
み
の
出
し
方
に

つ
い
て

生
活
相
談
の
お
知
ら
せ

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

へ
の
有
料
広
告
募
集

（
建
設
環
境
課
）

　

生
後
91
日
以
上
の
飼
い
犬
に
は
毎

年
１
回
、
狂
犬
病
予
防
注
射
を
受
け

る
こ
と
が
法
律
に
よ
っ
て
義
務
化
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

今
年
度
ま
だ
注
射
を
お
済
み
で
な

い
方
は
、
か
か
り
つ
け
の
動
物
病
院

で
必
ず
実
施
し
て
く
だ
さ
い
。

　

注
射
を
実
施
し
た
ら
、
獣
医
師
が

発
行
す
る
「
注
射
済
証
明
書
」
を
建

設
環
境
課
へ
持
参
し
、
狂
犬
病
予
防

注
射
済
票
の
交
付
を
受
け
て
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
環
境
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

（
建
設
環
境
課
）

　

家
庭
ご
み
に
つ
い
て
は
、
所
定
の

ご
み
集
積
所
へ
出
し
て
い
た
だ
い
て

い
ま
す
が
、
出
す
際
に
次
の
こ
と
に

注
意
し
て
く
だ
さ
い
。

①
午
前
8
時
以
降
に
出
さ
れ
た
ご
み

は
回
収
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん

の
で
、
決
め
ら
れ
た
時
間
で
あ
る

当
日
の
午
前
8
時
ま
で
に
出
し
ま

し
ょ
う
。

②
分
別
が
き
ち
ん
と
さ
れ
て
い
な
い

ご
み
に
関
し
て
は
、
回
収
す
る
こ

と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
、
五
霞
町

（
総
務
課
）

　

隣
保
事
業
（
生
活
相
談
員
）
に
よ

る
生
活
相
談
（
人
権
・
福
祉
・
教
育
・

就
業
等
）
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
個

人
の
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
相
談
場
所

　

◆
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

◆
堀
之
内
集
会
所

※
各
相
談
所
の
相
談
日
時
等
に
つ
い

て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

　

☎
（84）
３
５
９
５

（
総
務
課
）

　

町
公
式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す

る
有
料
（
バ
ナ
ー
）
広
告
を
募
集
し

て
い
ま
す
。 

○
広
告
掲
載
内
容　
公
共
性
を
損
な

う
お
そ
れ
の
な
い
企
業
及
び
個
人
と

し
ま
す
。（
町
内
外
は
問
い
ま
せ
ん
）

○
広
告
掲
載
期
間　
各
月
の
１
日
か

ら
末
日
ま
で
の
１
カ
月
を
単
位
と

し
、
連
続
す
る
最
長
期
間
は
、
12
カ

月
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
箇
所　
町
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
ト
ッ
プ
画
面
で
町
が
指
定

し
た
位
置
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
募
集
枠
数

　

10
枠
以
内
と
し
ま
す
。

○
広
告
掲
載
料
金
（
１
枠
）

　

１
カ
月　

１
０
，
０
０
０
円 

　

３
カ
月
以
上
連
続
し
て
掲
載
す
る

場
合
の
掲
載
料
金
は
、
次
の
と
お
り

と
な
り
ま
す
。

⑴
３
カ
月
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合

　

１
カ
月
に
つ
き　

９
，
０
０
０
円

⑵
６
カ
月
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合 

１
カ
月
に
つ
き　
８
，
０
０
０
円

⑶
12
カ
月
連
続
し
て
掲
載
す
る
場
合

　

１
カ
月
に
つ
き　
７
，
０
０
０
円

○
広
告
の
規
格
（
１
枠
）

◆
画
像
の
大
き
さ　

縦
60
ピ
ク
セ
ル

×
横
１
２
０
ピ
ク
セ
ル 

（
健
康
福
祉
課
）

　

町
で
は
「
子
ど
も
が
健
や
か
に
生

ま
れ
育
つ
町
」
を
目
指
し
て
、
年
4

回
、
乳
幼
児
健
康
相
談
を
実
施
し
て

い
ま
す
。
育
児
や
予
防
接
種
等
に
つ

い
て
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
10
日
㈫

　

受
付　

午
前
9
時
40
分
～
10
時

○
場
所　
保
健
セ
ン
タ
ー

○
内
容　
身
体
計
測

　
　
　
　

子
育
て
相
談
等

○
お
問
い
合
わ
せ

　

保
健
セ
ン
タ
ー　
☎

（84）
１
９
１
０

（
産
業
課
）

　

専
門
の
相
談
員
が
町
民
の
み
な
さ

ん
の
消
費
生
活
に
関
す
る
問
題
や
ト

ラ
ブ
ル
な
ど
の
相
談
に
応
じ
、
解
決

に
向
け
た
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。
専

門
の
相
談
員
へ
の
相
談
は
無
料
で
、

秘
密
は
厳
守
い
た
し
ま
す
。
お
気
軽

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

○
日
時　
12
月
11
日
㈬

　

午
前
９
時
～
午
後
４
時
30
分

　
（
た
だ
し
、
正
午
～
午
後
１
時
を

　

除
く
）

○
場
所　
ひ
ば
り
の
里　

○
お
問
い
合
わ
せ 

　

産
業
課　

地
域
産
業
Ｇ

　

☎
（84）
２
５
８
２
（
直
通
）

ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
等
を
参
考

に
き
ち
ん
と
分
別
し
、
決
め
ら
れ

た
曜
日
に
出
し
ま
し
ょ
う
。

③
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
、
き
ち
ん
と
ラ
ベ

ル
と
キ
ャ
ッ
プ
を
外
し
ま
し
ょ
う
。

※
色
付
き
の
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
洗
剤

の
容
器
及
び
油
の
容
器
等
は
可

燃
ご
み
と
な
り
ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
に
つ
い
て
、
ご
理
解

ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

ま
た
、
ご
み
の
分
別
等
で
不
明
な

点
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
建
設
環
境
課

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

建
設
環
境
課　

生
活
環
境
Ｇ

　

☎
（84）
３
６
１
８
（
直
通
）

乳
幼
児
健
康
相
談
に
つ
い
て

消
費
生
活
相
談
窓
口
の

お
知
ら
せ

◆
画
像
容
量　

４
キ
ロ
バ
イ
ト
以
内 

◆
画
像
の
フ
ァ
イ
ル
形
式

　

Ｇ
Ｉ
Ｆ
ま
た
は
Ｊ
Ｐ
Ｅ
Ｇ
形
式 

◆
画
像
の
状
態　

静
止
画

○
お
申
し
込
み
方
法

　

掲
載
を
希
望
す
る
月
の
前
々
月
の

末
日
（
当
該
日
が
休
日
に
当
た
る
と

き
は
そ
の
翌
日
）
ま
で
に
申
込
書
を

直
接
総
務
課
に
提
出
す
る
か
、
ま
た

は
、
郵
送
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。（
原
稿
の
提
出
は
、Ｅ
メ
ー
ル
可
）

　

お
申
し
込
み
受
付
後
、
内
容
を
審

査
し
可
否
を
申
請
者
に
通
知
し
ま

す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
政
策
Ｇ

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

（
総
務
課
）

　

広
報
ご
か
で
は
、
毎
月
「
我
が
家

の
主
役
」
と
題
し
、
３
歳
ぐ
ら
い
ま

で
の
お
子
さ
ま
を
掲
載
し
て
い
ま

す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
に
あ
な
た
の
お

子
さ
ま
を
掲
載
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

　

ご
希
望
の
方
は
、
総
務
課
ま
た
は

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
あ
り
ま
す
応
募

用
紙
に
写
真
を
添
え
て
お
申
し
込
み

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
掲
載
は
受
付
順
と
な
っ
て

お
り
、
一
度
掲
載
さ
れ
た
方
は
見
送

ら
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

企
画
政
策
Ｇ

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
３
）

我
が
家
の
主
役
募
集
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お
薬
手
帳
を

活
用
し
ま
し
ょ
う

　

五
霞
町
女
性
消
防
団
員
は
、
平
成

15
年
度
に
総
勢
6
名
で
結
成
さ
れ
活

動
を
行
っ
て
お
り
ま
す
が
、
平
成
25

年
度
を
も
っ
て
1
名
の
団
員
が
退
団

す
る
た
め
、
今
回
新
た
に
団
員
を
募

集
い
た
し
ま
す
。

《
募
集
要
領
》

○
募
集
人
数　
１
名　

※
定
員
を
超
え
た
場
合
は
面
接
を
行

い
ま
す
。

○
応
募
資
格　
町
内
に
居
住
す
る
18

歳
以
上
の
女
性

○
活
動
内
容　

　

町
内
の
独
居
高
齢
者
宅
訪
問
に
よ

る
火
災
予
防
及
び
広
報
活
動
・
救
急

救
命
法
の
普
及
活
動
・
そ
の
他
消
防

団
で
行
う
行
事
等
へ
の
参
加

○
処
遇

　

五
霞
町
消
防
団
員
（
本
部
付
）
と

し
て
、
年
間
一
定
額
の
報
酬
と
消
防

団
活
動
に
応
じ
て
手
当
が
支
給
さ
れ

ま
す
。
制
服
等
は
貸
与
さ
れ
ま
す
。

○
申
込
期
間

　

12
月
9
日
㈪
～
12
月
27
日
㈮

　

午
前
8
時
30
分
～
午
後
5
時

○
任
命
式

　

平
成
26
年
4
月
1
日
（
予
定
）

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

行
政
防
災
Ｇ

　

☎
（84）
１
１
１
１
（
内
線
２
１
１
）

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
で
は
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
（
ヤ
フ
ー
株
式
会

社
提
供
）
に
よ
る
不
動
産
公
売
を
実

施
し
ま
す
。

○
公
売
参
加
申
込
期
間

　

平
成
26
年
１
月
７
日
㈫
午
後
１
時

　

～
１
月
20
日
㈪
午
後
11
時

○
入
札
期
間

　

平
成
26
年
１
月
27
日
㈪
午
後
１
時

 

「
お
薬
手
帳
」
は
、
処
方
さ
れ
た

薬
の
名
前
や
飲
む
量
、
回
数
、
日
数

な
ど
を
記
録
し
、
携
帯
す
る
た
め
の

手
帳
で
す
。
薬
局
や
医
療
機
関
で
お

薬
手
帳
に
記
載
し
て
も
ら
い
ま
し
ょ

う
。

・
お
薬
手
帳
を
常
に
携
帯
す
る
よ
う

に
し
ま
し
ょ
う
。

・
薬
の
情
報
を
一
元
管
理
す
る
た
め

に
、
１
冊
の
お
薬
手
帳
で
管
理

し
ま
し
ょ
う
。

・
医
療
機
関
を
受
診
す
る
と
き
に

は
お
薬
手
帳
を
必
ず
持
参
し
ま

し
ょ
う
。

・
救
急
車
を
呼
ん
だ
ら
、
お
薬
手
帳

を
用
意
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
県
保
健
福
祉
部
薬
務
課

　

☎
０
２
９
（
３
０
１
）
３
３
９
３

　

～
２
月
３
日
㈪
午
後
１
時

○
場
所

　

ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
内
の
ペ
ー

ジ
（
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン >

実
施

中
行
政
機
関
一
覧 >

茨
城
租
税
債

権
管
理
機
構
）（ http://koubai.

auctions.yahoo.co.jp/

）

○
公
売
不
動
産

　

売
却
区
分
番
号　

２
５
―
１
２
８

　

見
積
価
額　

２
４
２
万
円

　

公
売
保
証
金　

25
万
円

　

財
産
の
表
示

 

（
登
記
簿
に
よ
る
表
示
）

 

（
土
地
）

　

元
栗
橋
字
元
割
５
０
８
４
番
１

　

宅
地　

２
１
０
．
４
９
㎡

※
平
成
26
年
１
月
７
日
㈫
午
後
１
時

か
ら
、
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
内

の
ペ
ー
ジ
に
、
物
件
詳
細
情
報
が

掲
載
さ
れ
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

※
茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
、
ヤ
フ
ー
オ
ー
ク

シ
ョ
ン
内
の
茨
城
租
税
債
権
管

理
機
構
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の

ペ
ー
ジ
へ
リ
ン
ク
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
租
税
債
権
管
理
機
構

　

☎
０
２
９（
２
２
５
）１
２
２
１

五
霞
町
女
性
消
防
団
員

を
募
集
し
ま
す

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売

（
不
動
産
）
に
参
加
し
て

み
ま
せ
ん
か

　

茨
城
労
働
局
で
は
、
茨
城
県
最
低

賃
金
を
「
時
間
額
７
１
３
円
（
昨
年

度
よ
り
14
円
引
上
げ
）
」
に
改
正
決

定
し
ま
し
た
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

茨
城
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金
室

　
☎
０
２
９
（
２
２
４
）
６
２
１
４

最
低
賃
金
改
定

○
開
催
期
間

　

平
成
26
年
１
月
11
日
㈯

　

～
３
月
15
日
㈯

　

午
前
10
時
～
11
時

　

毎
週
土
曜
日
（
全
10
回
）

○
対
象　
小
学
生
対
象

○
募
集
定
員　
25
名

○
参
加
費　

　

毎
回
プ
ー
ル
入
場
料　

１
０
０
円

○
受
付
開
始　
12
月
15
日
㈰
か
ら

○
お
申
し
込
み

　

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
窓

口
に
て
先
着
順
で
受
付
し
ま
す
。
定

員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。
電

話
で
の
申
し
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
。

○
そ
の
他

　

同
意
書
に
押
印
し
て
い
た
だ
き
ま

す
の
で
、
認
印
を
持
参
し
て
く
だ
さ

い
。

○
お
問
い
合
わ
せ

　

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

　

☎
（87）
７
２
２
３

猿
島
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

第
２
回
水
泳
教
室
の
開
催

に
つ
い
て

　

婚
活
交
流
会
と
し
て
、
生
け
花
体

験
を
開
催
し
ま
す
。

○
日
時　
平
成
26
年
１
月
26
日
㈰　

　

午
前
10
時
～
午
後
３
時

　
（
受
付
は
午
前
９
時
30
分
か
ら
）

○
場
所　
結
城
市
役
所
駅
前
分
庁
舎

　
（
結
城
市
し
る
く
ろ
ー
ど
３
階
）

　

住
所　

結
城
市
結
城
７
４
７
３

※
駐
車
場
は
１
階
立
体
駐
車
場
を
ご

利
用
く
だ
さ
い
。

○
対
象　
男
性
、
女
性
と
も
に
20
歳

か
ら
45
歳
ま
で
の
独
身
の
方

※
県
西
地
区
在
住
の
方
が
優
先
に
な

り
ま
す
。

○
定
員　
男
性
25
名
、
女
性
25
名

○
費
用　
男
性　
３
，
０
０
０
円

　
　
　
　

女
性　

２
，
０
０
０
円

○
申
込
期
間

　

12
月
２
日
㈪
～
20
日
㈮

　

午
前
８
時
～
午
後
８
時
（
最
終
日

は
午
後
３
時
ま
で
）

※
参
加
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な

り
ま
す
。

○
主
催　

い
ば
ら
き
マ
リ
ッ
ジ
サ

ポ
ー
タ
ー
県
西
地
域
活
動
協
議
会

○
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

五
霞
町
マ
リ
ッ
ジ
サ
ポ
ー
タ
ー
連

絡
会　

会
長　

伊
藤
正
子

　

☎
０
８
０（
５
８
９
６
）３
１
３
４

婚
活
交
流
会
参
加
者
募
集
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※お問い合わせの「Ｇ」は「グループ」を表します。

町
税
等
夜
間
収
納
窓
口
の

開
設
に
つ
い
て

採水日 10/3 11/7
川妻浄水場

ヨウ素 不検出 不検出
セシウム 不検出 不検出

行田浄水場
ヨウ素 不検出 不検出

セシウム 不検出 不検出

測定場所 9/4、6 10/3 11/6、8
五霞中学校 0.059 0.049 0.062

五霞西小学校 0.077 0.072 0.064
五霞東小学校 0.059 0.059 0.067
五霞幼稚園
五霞保育園 0.054 0.060 0.066

五霞第一幼稚園
川妻保育園 0.070 0.073 0.072
南児童館 0.072 0.072 0.061
西児童館 0.066 0.060 0.070

◯
水
道
水
測
定
値
の
お
問
い
合
わ
せ

　
上
下
水
道
課　
☎
(84)
３
０
０
０

※
大
気
中
の
測
定
に
使
用
し
て
い
る

　

機
器
の
性
能
上
、茨
城
県
の
測
定

　

結
果
と
差
異
が
生
じ
る
場
合
が
あ

　

り
ま
す
。

※
測
定
は
、
天
候
や
風
向
き
な
ど
の

　

気
象
条
件
に
よ
っ
て
も
変
わ
り
ま

　

す
。

◯
大
気
中
測
定
値
の
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課　
☎
(84)
１
１
１
１

　

(

町
民
税
務
課)

　

平
日
の
日
中
、
お
仕
事
等
で
町
税

等
の
納
付
が
で
き
な
い
方
や
納
税
相

談
へ
お
越
し
に
な
れ
な
い
方
の
た
め

に
、
次
の
と
お
り
町
税
等
の
収
納
窓

口
の
受
付
時
間
を
延
長
し
て
お
り
ま

す
の
で
、
是
非
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

●
開
設
日

　

12
月
26
日
㈭

　

午
後
5
時
15
分
～
午
後
7
時

●
場
所
・
お
問
い
合
わ
せ

上下水道料金
下水道

受益者負担金

上下水道課
(川妻浄水場)

水　道G
下水道G

☎(84)3000

学校給食費

教育委員会
(公民館)

学校教育G

☎(84)1462

保育料

健康福祉課
(役場)

社会福祉G

☎(84)0006

介護保険料

健康福祉課
(役場)

高齢者支援G

☎(84)0006

町  税  等

町民税務課
(役場)

税　　務G

☎(84)1966

対象税等

担当課
(開設場所)

担　　当
グループ

電　　話

【大気測定値】　　　　　　　　　　（単位：マイクロシーベルト）

　

町
で
は
、
水
道
水
や
大
気
の
測
定
を
次
の
と
お
り
実
施
し
て
お
り
、
測
定

値
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
随
時
、
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
役
場
に
設
置
さ
れ
て
い
ま
す
「
可
搬
型
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
ポ
ス
ト
」

の
測
定
結
果
は
、
文
部
科
学
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
確
認
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　

中
央
公
民
館
の
図
書
室
は
、
小
さ

な
図
書
室
で
す
が
、
冬
休
み
な
ど
は

た
く
さ
ん
の
子
ど
も
た
ち
が
読
書
や

勉
強
に
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
話
題
の
本
や
新
刊
も
多
く

そ
ろ
え
て
い
る
の
で
、
幅
広
い
年
代

の
方
々
が
利
用
し
て
い
ま
す
。

　

寒
さ
が
厳
し
く
な
っ
て
き
ま
し
た

が
、
お
う
ち
で
読
書
を
し
て
み
て
は

い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
す
て
き
な
本

と
の
出
会
い
を
楽
し
ん
で
く
だ
さ

い
。

○
利
用
時
間

●
火
曜
日
～
金
曜
日

　

午
前
９
時
～
午
後
８
時

●
土
・
日
曜
日
、
祝
日

　

午
前
９
時
～
午
後
５
時

○
休
館
日

　

月
曜
日
・
年
末
年
始
（
月
曜
日
が

祝
日
の
場
合
は
開
館
し
、
翌
日
が
休

館
と
な
り
ま
す
。
）

○
図
書
利
用
券

　

五
霞
町
・
古
河
市
・
坂
東
市
・
境

町
に
在
住
・
在
勤
さ
れ
て
い
る
方
に

発
行
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

図
書
利
用
券
１
枚
で
５
冊
、
15
日

間
の
貸
し
出
し
で
す
。
貸
出
期
間
は

必
ず
守
り
ま
し
ょ
う
。

○
そ
の
他

　

み
な
さ
ん
の
声
を
参
考
に
し
て
新

刊
を
購
入
し
て
い
ま
す
。
ご
希
望
を

お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

「パンダ銭湯」
ツペラ　ツペラ

　あなたはパンダ
専用の銭湯がある
のを知っています
か？実は…あるの
です。え～っ、ま
さか、そうだったのか…。
　あなたの知らないパンダの世界が
ここにあります。

「鏡の花」
　道
みち

尾
お

　秀
しゅう

介
すけ

　小学２年生の章
しょう

也
や

はバスに乗って自宅
から離れた町へとやって来た。隣に乗り
合わせたおばあさんから「偉いのねえ、
ちゃんとバスに乗って。お母さんもお父
さんもいないのに」と褒めてくれた。
　章也がわざわざバスに乗って遠いところまでやって来
たのは、両親には内緒でどうしても調べたかったことが
あったからだ。小さな行動が描かれています。

お
勧
め
の
本

中
央
公
民
館
図
書
室
に
つ
い
て

町
放
射
線
量
測
定
結
果
の
お
知
ら
せ
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五霞中学校

花と緑のコンクール
～大好きいばらき～
「県教育長賞受賞」

エ
イ
ズ

五霞町の人口と世帯
総人口9,309人（119人）
　前月比 －10人 （+２人）
　男 4,661人 （41人）
　女 4,648人 （78人）
世帯数 3,199世帯 （67世帯）
11月１日現在、住民基本台帳。

（　）内は外国人登録で内数。

12月の納税 納期限　12月25日㈬
あて先　
●町長（直通）
FAX（８４）1550
●総務課広報担当
☎（84）1111

（内線２２７）

ご意見・ご要望を
お待ちしています。

　

12
月
1
日
は
「
世
界
エ
イ
ズ

デ
ー
」
で
す
。
エ
イ
ズ
患
者
が
初
め

て
報
告
さ
れ
て
か
ら
30
年
以
上
が

経
っ
て
い
ま
す
。
エ
イ
ズ
は
昔
の
病

気
と
思
わ
れ
が
ち
で
す
が
、
ま
だ
沈

静
化
し
た
わ
け
で
あ
り
ま
せ
ん
。

　
エ
イ
ズ
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
（
ヒ
ト
免
疫
不

全
ウ
イ
ル
ス
）
と
い
う
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
す
る
こ
と
で
か
か
り
ま
す
。
Ｈ

Ｉ
Ｖ
に
感
染
し
て
も
、
す
ぐ
に
エ
イ

ズ
に
な
る
わ
け
で
は
な
く
、
ほ
ぼ
無

症
状
の
状
態
が
数
年
か
ら
10
年
程

度
続
き
、
次
第
に
体
に
備
わ
っ
て
い

る
免
疫
力
が
弱
ま
り
、
弱
い
細
菌
や

カ
ビ
に
感
染
し
た
り
、が
ん
に
か
か
っ

た
り
し
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
、
免
疫

力
の
低
下
が
原
因
で
か
か
る
様
々

な
病
気
の
総
称
が
エ
イ
ズ
で
す
。

　

Ｈ
Ｉ
Ｖ
は
、
精
液
、
膣
分
泌
液
、

血
液
、母
乳
を
介
し
て
感
染
し
ま
す
。

主
な
感
染
ル
ー
ト
は
性
的
接
触
で

9
割
以
上
を
占
め
て
い
ま
す
。
感
染

を
知
る
方
法
は
Ｈ
Ｉ
Ｖ
検
査
だ
け
で

す
。検
査
は
全
国
の
保
健
所
で
匿
名・

無
料
で
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
現
在
の
と
こ
ろ
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
を
完
全

に
排
除
す
る
特
効
薬
は
あ
り
ま
せ

ん
が
、
定
期
的
な
受
診
と
治
療
を

続
け
る
こ
と
で
、
エ
イ
ズ
の
発
症
を

抑
え
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

治
療
の
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
も
、

病
気
が
進
行
し
て
健
康
状
態
が
悪

く
な
る
前
に
治
療
を
受
け
る
こ
と

が
大
切
で
す
。
そ
の
た
め
に
は
感
染

の
有
無
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と

が
必
要
で
す
。

　
エ
イ
ズ
に
対
し
て
は
、
ま
だ
ま
だ

偏
見
も
多
く
、
Ｈ
Ｉ
Ｖ
感
染
者
や
エ

イ
ズ
患
者
は
、
病
気
の
不
安
を
抱

え
な
が
ら
、
差
別
や
偏
見
に
も
悩

ん
で
い
ま
す
。
私
た
ち
が
正
し
い
知

識
を
持
つ
こ
と
、
今
ま
で
と
変
わ
ら

な
い
態
度
で
接
し
、
病
気
を
抱
え

る
人
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
場
を

作
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
レ
ッ
ド
リ
ボ
ン
を
知
っ
て
い
ま
す

か
？
エ
イ
ズ
と
い
う
病
気
へ
の
理
解

を
表
し
、
差
別
や
偏
見
を
持
た
な

い
と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
込
め
ら
れ

て
い
ま
す
。
こ
の
機
会
に
、
身
近
な

方
と
エ
イ
ズ
に
つ
い
て
話
し
合
っ
て

み
て
く
だ
さ
い
。

（
健
康
福
祉
課　
保
健
師
）

　

木
枯
ら
し
が
冬
の
訪
れ
を
感
じ
さ

せ
、
朝
晩
の
冷
え
込
み
が
厳
し
く
な
っ

て
き
ま
し
た
。
今
年
も
残
す
と
こ
ろ
ひ

と
月
、
中
学
校
で
は
期
末
テ
ス
ト
も

終
わ
り
２
学
期
の
ま
と
め
の
時
期
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
今
年
４
月
か
ら
全
校
を
挙

げ
て
花
づ
く
り
に
励
ん
で
き
た
様
子

を
お
伝
え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。「
花

づ
く
り
」
は
子
育
て
に
似
て
い
ま
す
。

手
を
か
け
て
愛
情
を
注
ぐ
と
素
敵
な

花
が
咲
き
ま
す
。
ど
ち
ら
も
毎
日
毎

日
の
小
さ
な
積
み
重
ね
が
大
切
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

５
月

「
種
ま
き
苗
づ
く
り
」

　

サ
ル
ビ
ア
、
ア
ゲ

ラ
タ
ム
等
の
種
ま
き

を
し
ま
し
た
。
芽
が

出
る
ま
で
根
気
強
く

水
や
り
を
し
ま
す
。

霧
吹
き
を
使
っ
て
優

し
く
行
い
ま
し
た
。

芽
が
出
て
連
結
ポ
ッ

ト
に
１
本
１
本
移
植

し
ま
し
た
。
大
き
く

な
り
ま
し
た
。

６
月

「
土
づ
く
り
定
植
」

　

Ｐ
Ｔ
Ａ
の
環
境

美
化
活
動
で
保
護

者
の
皆
さ
ま
に
手

伝
っ
て
い
た
だ
き

「
土
づ
く
り
」
を
し

ま
し
た
。
生
徒
、
先

生
方
、
保
護
者
で
協

力
し
て
花
壇
や
プ
ラ

ン
タ
ー
に
植
え
つ
け

を
行
い
ま
し
た
。

７
月
・
８
月

「
水
や
り
追
肥
」

　

猛
暑
の
中
、
水

や
り
は
欠
か
せ
ま
せ

ん
。毎
日
朝
と
夕
方
、

夏
休
み
に
は
午
後
に

も
水
や
り
を
し
て
水

を
絶
や
さ
な
い
よ
う

に
し
ま
し
た
。
生
徒

も
当
番
の
時
は
丁
寧

に
水
や
り
を
し
て
い

ま
し
た
。

９
月
〜
11
月

　

11
月
の
霜
が
降
り

る
ま
で
元
気
に
咲
い

て
私
た
ち
の
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
ま
し

た
。

町 県 民 税
国民健康保険税
後期高齢者医療保険料
介 護 保 険 料
保 育 料  

4 期
6 期
6 期
6 期
12月分

町民税務課
町民税務課
町民税務課
健康福祉課
健康福祉課

税務G
税務G
税務G
高齢者支援Ｇ
社会福祉G

内線２５３
内線２５３
内線２５２
内線２３９
内線２３７
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日 月 火 水 木 金 土

ふれあいハート教室
（保健センター）
ママといっしょ
（南児童館）

消費生活相談窓口
（ひばりの里）

天皇誕生日 クリスマス会
（西児童館）
お楽しみ会
（南児童館）

避難訓練
（西児童館）
親子ヨガ教室

（ふれあいセンター）

伝承遊び
（西児童館）
親子ヨガ教室

（ふれあいセンター）

ドッジボール大会
（南児童館）
道の駅ごか
（定休日）

第6回五霞近隣
ミニバスケットボール（男子）
スポーツ少年団大会

【2日目】
第7回五霞近隣家庭婦人

バレーボール大会
（中学校体育館）

ドッジボール大会
（西児童館）
夜間収納窓口
（各窓口）

ママといっしょ
　　　　　　　（南児童館）

第6回五霞近隣
ミニバスケットボール（男子）
スポーツ少年団大会

【1日目】
（Ｂ＆Ｇ海洋センター）

男性の料理教室
（保健センター）

カラス駆除
（町内全域）

第３回子育て応援フェスタ
（西児童館）

第24回Ｂ＆Ｇ卓球大会
（Ｂ＆Ｇ海洋センター）
第19回体協会長杯争奪

テニス大会
（町テニスコート）

12月28日（土）から1月5日（日）までは、ゴミ収集を行いません。

可燃ごみ 可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

紙　類

缶　類

缶　類

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみ不燃ごみ

可燃ごみ

可燃ごみびん類・ペットボトル

びん類・ペットボトル

不燃性粗大ごみ

可燃性粗大ごみ

西　南

西　南西　南西　南西　南

西　南西　南 西　南 西　南 西　南

西　南西　南 西　南

西　南西　南 西　南

西　南西　南

西　南

日　赤

日　赤

日　赤

西　南日　赤

すくすく相談
（保健センター）
ちびっこ広場
（西児童館）

友　愛

友　愛

西　南西　南 西　南 西　南

西　南

西　南

友　愛日　赤

乳幼児健康相談
（保健センター）
親子ヨガ教室

（ふれあいセンター）

成人健康相談
（保健センター）

みんなでクッキング
（南児童館）
道の駅ごか
（定休日）

こおり鬼で遊ぼう
（南児童館）

クリスマス工作
（西児童館）

ママといっしょ
（南児童館）

ちびっこ広場
（西児童館）

  : 茨城西南医療センター病院(境町)　☎87-8111
  : 友愛記念病院(古河市)　　　　　　☎97-3000
  : 古河赤十字病院(古河市)　　　　　☎23-7111

町民税務課

　すぐ受診させた方がよいのか、様子をみても
大丈夫なのか不安な時は、ご相談ください。
電話番号:プッシュ回線の固定電話、携帯電話からは局番なしの「#8000」
その他の電話からは 029-254-9900

▼茨城子ども救急相談 相談日時:毎日の夜間/18時30分～23時30分
　　　　:休日の昼間/9時00分～17時00分
※日曜・祝日・年末年始(12/29～1/3)

　 休日や夜間に救急対応している小児科の医療機関をお探しのときは、お問い合わせ
ください。
　☎029‐241‐4199（年中無休／24時間）

▼救急医療情報コントロールセンター

※輪番日及び時間…月~土曜日:午後6時～午後11時　日曜、祝日:午前9時～午後4時
　　　　　　　　　年末年始(12月29日～1月3日)：午前9時～午後4時

輪番休止日　平成25年12月28日(土)・平成26年１月４日(土)

　平成２６年３月３１日㈰まで受付
期間を延長致します。
　引き続き、皆様のご協力をお願い
します。お預かりした義援金は、
日本赤十字社茨城支部に送金し、
被災者への生活支援や見舞金に
使われます。

○義援金送金額
　1,203,215円（11月８日現在）

東日本大震災義援金について

　小児輪番病院は、入院治療を必要とする子供の救急医療を行っています。
　受診される際は、医療機関に必ず事前に電話でご相談ください。
　現在、当事業につきましては、休日や夜間における小児救急患者に対応する為、茨城西
南医療センター病院及び友愛記念病院、古河赤十字病院のご協力を得て実施しております。

実施時間外の受診につきましては、つぎの医療機関でも小児救急に対応しています。

つくば市 筑波メディカルセンター病院

古村　竜也・利恵さん
の三男

翔
か

唯
い

	くん
平成24年２月10日生

（父母のひと言）
元気いっぱい大きく育ってネ♡

このコーナーに掲載ご希望の方は、総務課（内線２２７）までお申し込みください。


